














白 石 和 行
去 る9Jj20|1か ら24日 ま で,イ ン ドの 西 海 岸●
に面 した 町 ゴ アで 表記 の 会 合が 開 か れ,加 盟29
カ国 の う ち24カ国,約80人 が 出席 した.わ が 国
か らはCOMNAP代 表 と して極 地研 の'r－澤 威 男
所 長,　SCALOP代 表 と して筆 粁,そ して加 藤好
孝 観測 協 力室 長,外 因博 共 同 研究 係長 の4名 が
参加 した.
初HにCOMNAPとSCALOPの 全体 会議が あ
り,そ の後,各 作 業 委員会 を開催,最 終 日に再 び
全体 会議 で,作 業 委員会 での検 討結 果 を審議承 認
した.特 にお お きな問題 は なか ったが,南 極 条約
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境 モ ニ タ リングの ガ イ ドラ イン,賠 償 責任 問題 な
ど簡単 には片づ かな い懸案事 項 が依 然 と して残 っ
てい る.
全体 会議 ではCOMNAPとSCALOPの 活動 日
的の 見 直 しが あ り,設 立 当初 の 目的 で あ る各国の
情 報 交 換 と と も に,　ATCMや 南 極 科 学 委 員 会
(SCAR)への 助 言や報 告 を大 きな任 務 とす る こ
とを よ り明確 に した.ま た,作 業 委員 会の メンバ
ー と任 務の 見直 しも行 われ ,以 ドの作 業委 員会 と
合同委 員会 に整 理 され た.
1.環 境 問題 の調 整
2.航 空 オペ レー シ ョン
3.代 替 エ ネルギー
4.教 育 と訓 練
5.緊 急 時対 応 及 び不測 事態対 処計[山1
6,船 舶 オペ レー シ ョン
7.観 光 と非政 府団 体 の行動
8.賠 償 責任付 属,f}:
9.1没'営シンポ ジウム
10.財.務
IL　デ ー タマ ネ ジ メ ン トに 関 す るSCARと の
合同実 施 委員 会
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後者はケープ タウンから ドローニングモー ドラ
ン ドへの空路を利用 して各国の基地へ主 に人員輸
送 をする際の問題点 を現地調査 によって検討 しよ
うとい うもので,欧 州 の4カ 国 とその他の数 力
国によって実施 されることになろう.こ の計画に
わが国 も積極的 に関与 したい旨を表明 した.
なお,英 国 と民間航 空会社 であ るANI!Polar
Logistics社は南極半島地域 での航空事故 を想定
して机上緊急訓練 を したことが報告 された.
代替エネルギー
南極での代替エネルギーの利用 については従来
か ら関心 は高か ったが,応 用範囲が限られている
うえにコス トがかかるという問題がある.各 国で
の取 り組みが低調 なため,昨 年 いったん作業委員
会 を解散 したが,今 春のペルーでのATCMで 再
び取 り上 げるように決め られた ものである.日 本
か ら昭和基地 における太陽光発電の現状 と風力発
電の計画 に関する報告 をしたが,ほ かは ドイツの
風力発電程度で,目 新 しい ものはなかった.日 本
へ の期待が大 きい分野である.








昨年の会 合で,「各 国が最近の事故の内容 を公





アルゼ ンチ ン:3人 が乗 った ゾデ ィヤ ック(ゴ
ムボー ト)の行方不明.
チ リ:野 外調査 中のクレバス転落事故.










ていることを報告 した.ま た,英 国の提案により,
次回の東京会合では 「危険評価 と事故」 に関す る
ワークシ ョップを開 くことが決 められた.
COMNAP事務局が昨年か らサー ビスが始 まっ
た衛星 を利用 した携帯電話を使った南極における
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か ら今回は見送 られた.さ らに,同 事務局か らイ
ンターネッ トを用いて南極海で行動す る船舶の位
置情報 を即 時に表示す るシステムの提案があ り,
今後の検討課題 とした.
設 営 シンポ ジウム
隔 年 に 開 か れ るSCAR総 会 に 合 わ せ て
SCALOPに よる設 営 シ ンポ ジ ウムが 開 か れ てい
る.次'回の 開催 国で あ る 日本 か らポス ター セ ッシ
ョンの開催,国 別展示 ポ ス ター,基 調講 演 な どの
企画 を提 案 した.シ ンポ ジウムの 主 な トピックス
は現 在COMNAPの 作 業 委 員 会 で検 討 して い る
諸事項 と関連づ け て,1)最 新技 術 の応 用,2)輸
送方 法の経営 と進歩,3)隊 員の 人事管理,4)環
境 問 題 の4項 目が掲 げ られ た.サ ー キ ュ ラ ー は
極 地 研 とCOMNAPの そ れ ぞ れ の ホ ー ムペ ー ジ
に載 せ られ る.
南 極 の デ ー タベ ー ス の マ ネ ジ メ ン トに 関 す る
SCARと の合 同実 施委 員会
南 極 デ ー タベ ー スの構 築 がSCARと 共 同 で進
め られて い る が,こ の1年 間 は か な らず しも満
足 の い く進歩 が得 られてい ない.日 本 を含めい く
つか の国 に国内 セ ン ターが設置 されてい るが各 国
の取 り組 み 方 に温 度差 があ る.国 際 セ ンターはニ
ュ ー ジ ー ラ ン ドの 国 際 南 極 情 報 研 究 セ ン ター
(ICAIR)からカ ン タベ リー大 に移 動 したが,財
政難 が課題.今 後 も地道 に各 国 に メタデー タ(オ
リジナル デー タで はな く,デ ー タの所在情 報等 の
2次 的 に加工 され たデ ー タ)の 採 集 と取 り込み を
奨励 す る.
冒頭 に述 べ た よ うに,　COMNAP/SCALOPの
役 割 は各 国 の情 報 交換 にあるが,近 年 の イ ンター
ネ ッ トの普 及 に よ り,非 常 に効 果的 に行 わ れ るよ
うになって きた.す で に各 国の環境 担 当官や訓 練
担 当官 は それぞ れの ネ ッ トワー クを通 じで1青報 交
換 を して いる し,今 回 か らエ ネルギ ーマ ネジ メ ン
トに関す る情 報 交換 や ポー ラー コー ド(極 地 用船
舶 の安 全 基 準)の 検 討 な ど もCOMNAPの ウエ
ッブサ イ トを利用 す る ことに なった.
…方 ,通 信手段 による情報交 換 とは別 に,毎 年
開 かれ てい る本 会合 は,メ ンバ ー相互 の信頼 感 を
醸 成す るの に も有効 であ ろう.思 えば昨年 の オー
ス トラ リア船救 出 に際 して も相 手 の顔 を知 っ てい
た か ら こそ,ス ムーズ な情 報 交換 が可 能で あった
と もい え よう.こ の1月 の イ ン ド基 地 にお け る
急 病 人 発生 の 際 に はCOMNAP/SCALOPの連 絡
網 を通 じて即座 に救 出協 力が 各 国 に依 頼 され,そ
の結 果数 力国が関与 す る オペ レー シ ョンが 実現 し
た.こ うした国際協 力の 成果 を見 る と,設 立後10
年 以上 を経 てCOMNAP/SCALOPの存 在 意義 が
定 着 した とい え るので は ない だろ うか.
すべ ての 会 議 日程 を終 え た24日 午 後 に,今 回
の主催機 関で あ るイ ン ドの国 立南 極海 洋研 究セ ン
ター　(NCAOR)　を訪 問す る機 会 があ った.ア ラ
ビア海 を一望 に収 め る高 台 に あ る同 セ ン ター は,
設 立後 ま もな いため設備 が整 ってい る とはい えな
いが,バ ンデ ィ所 長 に よる今 後 の拡 充 プラ ンの説
明 は,イ ン ドの 今後の南 極観 測へ の 意欲 をうかが
わせ る もので あ った.
次 回,第12回 の本 会 合 はSCAR総 会 と共 催 で
2000年7月10日か ら15日 まで東 京 の国立 オ リン





第41次 南 極 地域 観測 隊 は,南 極 圏 往復 路 の 船
上 及 び昭和基 地 とそ の周辺 で1999年か ら2001年
にか け て120項 目を越 え る 観測 項 目 を携 えて 観
測活 動 を行 う.第41次 隊 は,20世 紀 半 ば の国 際
地 球 観 測 年　(IGY　:　International　Geophysical
Year,1957-1958)を契 機 と して 始 ま った 日本 の
南極 観測 の いわば今世 紀 の幕 引 き隊で あ る,と 同
時 に21世 紀へ の第 一歩 を踏 み 出す節 目の 観測 隊
に当た る.観 測隊の構 成 は,越 冬 隊が渡 邉研 太郎
氏(越冬 隊長:国 立極 地研 究 所資 料 系助 教授)以下
の40名,夏 隊が 筆 者 以 下 の20名 で,総 計60名
か らな る.越 冬 隊 の平 均 年 齢 は35.6歳で,夏 隊
のそ れ は37.0歳で両 者 と も近 年 の観 測 隊 の平 均
年齢 よ りもや や高 い傾 向が 見 られ る.因 み に最高
齢 者 は57歳 で,最 年 少 隊員 は24歳 であ る.過 去
観 測隊 へ参加 した経験 があ る隊員 の数 は,越 冬隊
に9名,夏 隊 に5名 い るが,こ こ2～3年 間 続 い
てい た女性観 測隊 員の 参加 は無 い.ま た,オ ブザ
ー バ ー と して環 境 庁(遠藤 稔氏),共 同 通 信 社(藤
田紳 一 氏),総 合研 究 大学 院大 学 極域 科 学 専 攻学
一3一
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生(梅田晴子 さん)及び交換科学者(フランク パ テ
ィン氏/ベ ルギー王国 ブリュ ッセル自由大学)の
4名が夏隊同行者 として参加する.
第41次隊 は,南 極観測V期5か 年計画の4年
次を担 うべ く盛 り沢山な観測及び設営計画を携 え
て平 成11年11月14日東京港 か ら観測船 「しら
せ」で出発す る.「しらせ」 はオース トラリアの
フリーマ ン トル港に寄港 した後,海 洋観測,大 気
化学観測,地 球物理観測 な どを実施 しつつ東経
llO度線 沿い に南 下 し,12月上 旬に南極 圏 に入
り南緯60度付 近で漂流 ブイを放流 した後西航 を
開始する.東 経80度,南緯61度付近の海域で中
層フロー トの放流 とセデ ィメン ト・トラ ップの揚
収及び新たな トラップを係留するなどの海洋 ・生
物調査 を実施す る.12月中旬 には リュ ツォ ・ホ
ルム湾北方海域 に到達 し,東 経39度線上 の開水
面南限で海洋 ・生物調査 を実施 した後,直 ちに昭
和基地オペ レーシ ョンを開始する ことを目論んで
いる.昭 和基地接岸の後 に例年通 り貨油のパ イプ
輸送 と大型物資 の氷上輸送 を開始 し,平 成12年
1月には,昭 和基 地へ の本格空輸 を行 い総計約
1070トンの物資 を昭和基地へ輸送す る予定であ
る.船 の行動 を左右する リュツ ォ ・ホルム湾の海
氷状況が気 になるこの頃である.
昭和基地における夏期の設営計画は,こ こ数年
の隊次 と異 な り大型建築物の建設は無いが,環 境
保全や生活環境の整備充実化に向けての手間暇 を
要す る大小様々な施設工事 を予定 してい る.計 画
されている作業 は,2階建て夏期隊員宿舎の増築
とこの増築部へ の内部設備敷設(トイ レ,浴 室,
給排 水装置他),第2夏 隊員宿舎の増築 及び内部




リポー トのコンクリー ト打設工事,廃 棄物保管庫
の建設,風 力発電機及び太陽光発電等の 自然エネ
ルギー利用設備工事 などなどがある.こ のほか観
測計画に直接 的に関係す る作業 では,41次隊が
航空機の搬入運用年であることか ら滑走路及び駐
機場 の整 備 と確保作業,Sl6の雪上 車整 備作業
(SMIO5デブ交換,　SMIO4腰帯交換)な どが夏オ
ペ立ち上が り期に優先順位の高い作業 として計画
される.ま た,観 測関係では宙空系の大型短波 レ
ー ダーア ンテナの干渉系 ア ンテナ4基 の移設及
びアンテナエ レメン ト補修工事,ナ トリューム温
度 ライダー観測装置の修復作業,西 オングル島と
東 オ ングル島の2点 電磁 波動観測用セ ンサーの
新設作業,電 離層 の50MHzオー ロラレー ダーア
ンテナの撤去作業などがある.こ れらの夏期作業
はおお よそ2040人目と見積 もられ,「しらせ」か
ら期待 され る作業支援500人目を差 し引いて観
測隊が約1540人目を担 うこ とに なる.こ れは,
40人の隊員が休みな く働 いて も1ヶ 月を越 える
作業量 として見積 もられる.こ れ らの作業の遂行
には,設 営担当隊員ばか りでな く観測担当隊員の
夏作業への参加が求め られ,大 部分が素人集団で
ある観測隊が不慣れな作業に従事することからそ
の安全確保 には細心 の注意 をは らう必要がある.
41次隊では,隊 員の ひと りを安 全対策指導員 に
指名 して危険予知法 を活用 した安全対策をたてる
ことに している.
さて,第1便 及 び夏期建設準備作業等の隊員
と物資の昭和基地への空輸 と相前後 して,み ずほ
ルー ト人工地震探査 メンバー(10名)と 雪上車
修理ほかの作業要員約4名 等 と物資約35トンを




査,ま た,ス カルブスネス地域 の潜水による湖沼
調査等 のリュツォ ・ホルム湾沿岸露岩域での野外
調査 を行 う.さ らに,基 準点測量,地 震 ・　GPS
観測,湖 沼水 ・土壌調査および海氷上での海洋観
測お よび海氷調査な どなど盛 り沢山な夏期野外観
測 を順次実施することを計画 している.こ れ らの
夏期野外観測計画 は,お およそ1250人目と見積
もられ24人の隊員が52日間観測行動 をとること
に相当 し,40次越冬隊員の支援 を仰いだと して
も夏期建設作業 との兼ね合い を勘案すれば日程的
にも人員的に も目一杯 の予断 を許 さない夏期の野




観測,基 地建設 ・整備作業 を遂行 しなが ら2000
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ーテーは,2月13日をめ どに 「しらせ 」 または
昭和基 地 に帰投 す る.「しらせ 」は第40次越冬
隊員 と第41次夏隊員 ・同行者 を全 てを2月 中旬
に収容 したの ち,プ リンスオラフ露岩域 に展 開 し
た広帯域地震計の撤収 とその場所における重 力測
定 ・　GPS観測 を行 い反転北上 する.復 路では,
リュッォ ・ホルム湾内の開水面南限域 における海
洋物理 ・化学 ・生物等の昼夜観測 を行 い,ま た,
プリンス ・オラフ海岸沖 における海底地形測量等
を行いつつアムンゼ ン湾 に移動 し,ト ナー島を中
心 とした固体地球物理学的予備調査及び陸上生物
相 ・土壌微生物等の調査 を行 う.2月下旬 にはブ
リッツ湾に移動 して中山基地(中 国)に 設置 され
ているオーロラ観測装置の点検 を行 うことを計画
している.そ の後,東 経80度,南緯61度付近の
海域 に移動 し,往 路 に係留 した短期 セデ ィメン
ト ・トラップの揚収 と長期セデ ィメン ト・トラ ッ
プの設置を行 う.東 航中はXBT等 の集中観測 を
実施 し,東 経150度,南緯63度に至った後 に北
上を開始 し,　XBT　・XCTDの集中観測 を実施 し
つつ3月 中旬 に南極圏 を離れ る.シ ドニー港へ
の入港 は3月20日の予定である.
越 冬観測 では昭和基地 を中心 に,気 象,電 離
層,潮 汐の定常観測及び各研究分野のモニ タリン
グ観測 を引 き続 き行 う.ま た,プ ロジェク ト研究
観測 としては,宙 空系では,　HFレー ダ,　MFレ
ーダ,ラ イダーなど40次隊までに設置 した既存





上空の大気サ ンプリング,エ アロゾル観測 及び ド
ロ ップゾンデによる大気観測 などの観測を行 うほ
か,内 陸域 において地吹雪の粒径 とその高 度分布
観測や ドームふ じ観測拠点の中継点への燃料デポ
とルー ト沿いの無人気象観測点の保守,雪 氷学的
調査等の内陸旅行 を行 う.ま た,昭 和基地周辺の
海氷上の定点 において各種海洋海氷観測,投 下型
水温計 を用いた海氷ポ リニや域の水温観測 などを
行 う.地 学系では第39次か ら始 まったVLBI観
測や従来か らの超伝導重力計 による連続観測な ど
を昭和基地の定点観測 として継続実施す るほか,
リュツォ ・ホルム湾内沿岸の小規模 な地学調査旅
行(地 震 ・GPS)を適宜実施す る とともに越冬
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後半の長期内陸旅行 としてや まと山脈裸氷域 の除
石探査旅行 などを実施する.衛 星受信観測関係で
は,生 物 ・医学系関連で海色衛星デー タの受信観
測を新た に開始するほか,引 き続 き大型 アンテナ
を保守 し,地球観測衛星データ受信 によるモニタ
リングを実施することに している.表 一1に41次
隊の観測実施項 目の一 覧表 を示す.
第41次隊 は,南 極観測の20世紀 と21世紀 の
橋渡 し隊 として南極観測 を取 り巻 く新 しい国際情
勢下で,南 極の環境保護 を強 く意識 した行動が隊
員ひ とり一人 に求め られ る.特 に1999年1月以
降 「環境保護のための南極条約議定書」及び 「南
極地域の環境の保護に関する法律」 に基づ く諸手
続の完全実施の法制が効力 をもつ ところとな り,
41次隊 はその最初 の該 当隊 であ る.南 極でのす
べての活動 は,現 地で活動を始 める前 にその活動
が環境 に与 える影響を予測 し評価する手続 き(環
境 アセスメン ト)を経て行 うことが義務づけられ,
具体的には,環 境庁長官 に対 して南極 圏行動に関
する計画書 を提出 し,環境庁長官が発行す る行為
者証 を携帯することが必要 とな り,南極圏活動 に
関 していわば南極パスポー トを携行 しての観測隊
の誕生が41次隊であ る.41次隊では,昭 和基地
においては年間を通 じて廃棄物処理を行い,環 境
の保全 に努 める.そ の廃棄物 は保管 し越 冬終 了
後,国内 に持 ち帰 って処分する.ま た,昭和基地 に
残置 している大型廃棄物等 は,処 理計画に従って
国内に持 ち帰って処分する予定である.内 陸調査
及び沿岸調査等か ら排 出する廃棄物はこれをすべ
て持 ち帰 ることな どを遵守 した観測活動 を行 う.
11月14日の出港 を前に,隊 員事務室内は相 も
変わらず慌 ただ しい空気が充満 している.な んと
短い準備期 間であることかを実感 している.、それ
で もなんとか 「船がでるぞ一!」 の合図に間 に合
わせる 日本隊の在 りように驚 きを覚える.こ のこ
とは,有 能 な隊員諸氏の頑張 りを基本 としている
が,極 地研事業部 の方々をは じめ多数の方の ご指
導 ・ご支援 によるところも少な くない.小 稿 を閉
じるにあた り,こ れまで私たちに寄せ られた私欲
のないご好意 とご協力に対 し,改 めて御礼 を申し
上げる.「安全」 と 「環境」を今次南極行動 のキ
ー ワー ドと して,茂 原清二艦長以下の 「しらせ」
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第41次隊観測実施項 目一覧表




南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究(含 むモニタリング) (総括)加 藤泰男
冬 1,超 低 周 波(1-100Hz)電磁 波 動 観 測 基地 ・画才ングル ヘリ支援 佐藤光輝
冬 2.MFレ ー ダー による中間圏 ・下 部熱 圏大気 ダイナ ミクス観測 昭和基地 加藤 ・北原
冬 3.Naライダーによる下部熱圏大気波動の鉛直構造の観測 昭和基地 北原 司
冬 4.狭 視 野 高 速 オ ー ロ ラ イ メ ー ジ ャー 観測 昭和基地 佐藤光輝
冬 5.大型短波レーダーシステムによる電離層電場の広域観測 昭和基地 加藤 ・北原
冬 6.オーロラ粒子加速過程の総合観測(EXO$D衛星受信) 昭和基地 加藤他当直制
冬 7.広域オーロラ画像 ・粒子観測(DMSP衛星観測) 昭和基地 加藤他当直制
冬 8.超高層モニタリングシステムによる観測 基地 ・画才ングル ヘリ支援 重野他分担制
冬 9.地磁気絶対観測 昭和基地 重野伸昭
冬 10.イメー ジ ング リオ メ ー タ観 測 昭和基地 加藤泰男
冬 11.全天CCDカ メ ラ に よ る オ ー ロ ラ観 測 昭和基地 佐藤光輝
冬 12.全天 オ ー ロ ラTVカ メ ラ に よ る オ ー ロ ラ観 測 昭和基地 佐藤光輝
冬 13.掃天 フ ォ トメ ー タに よ る オ ー ロラ 観測 昭和基地 佐藤光輝
冬 14.全天 単 色 オ ー ロ ラ イ メ ー ジ ャー観 測 昭和基地 佐藤光輝
冬 15.　AOTFフ ォ トメ ー タ観 測 昭和基地 加藤泰男
冬 16.大型 短 波 レー ダ ー の ア ンテ ナ パ タ ー ンの測 定 昭和基地 航空機 加藤泰男





極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関する研究 (総括)和 田 誠
★南極大気 ・物質循環観測(大 気微量成分モニタリングを含む) (責任)和 田 誠
夏 1.エ ア ロ ゾ ル観 測 一1 しらせ船上 猪原 哲
冬 2.エ ア ロ ゾ ル観 測 一2 昭和 ・みずほ基地 猪原 哲
冬 3.エ ア ロ ゾ ル観 測 一3 基地周辺上空 航空機 和田 誠
夏 4.大気海洋間二酸化炭素分圧差、地上オゾン濃度観測 しらせ船上 芝 治也
冬 5.大気中の二酸化炭素濃度等の連続観測 昭和基地 芝 治也
冬 6.大 気 の サ ンプ リ ン グ観 測 一1 昭和基地 芝 治也
冬 7.大気のサンプリング観測4 基地周辺上空 航空機 和田 誠
冬 8.エ アロゾル、大気状態(ド ロップゾンデ等)の 観測 昭和内陸間 航空機 和田 誠
冬 9.みずほ基地の地上観測(エ アロゾル、気温、ほか) みずほ基地 和田 誠
★氷床変動システムの研究観測(雪 氷関連モニタリングを含む) (責任)西 村浩一
冬 10.航空機による氷縁監視観測 沿岸 航空機 西村浩一
冬 1Lみ ずほ旅行(秋:地 吹雪観測) 内陸旅行 西村浩一
冬 12.みずほ旅行(冬明け:航空機観測支援および内陸地上観測) 内陸旅行 和田 誠
冬 13.ドー ム中継点燃料デポ旅行 内陸旅行 西村浩一
冬 14.地吹雪の飛雪粒子の数と大きさの鉛直分布観測 みずほ基地 西村浩一
冬 15.内陸 トラバ ー ス ル ー ト沿 い の 雪 尺 観 測 内陸旅行 西村浩一
冬 16.無人気象観測装置の保守 ・維持 内陸旅行 西村浩一
夏 17.氷河末端域における融解過程の観測 沿岸 ヘリ支援 西村浩一 他
★南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測(海 洋関連モニタリングを含む) (責任)牛尾収輝
夏 18.海氷域における海氷厚のビデオ連続観測 しらせ航路上 牛尾収輝
夏 19.中層 フロ ー トの 投 入 しらせ航路上 牛尾収輝
夏 ⑳.フ ロー ト投入地点及びその周辺域のCTD凪CTD しらせ航路上 牛尾収輝
夏 21.係留系の回収および再設置(生 物医学系と共同) しらせ航路上 牛尾収輝
夏 22.リュツォ ・ホルム湾奥の多年氷域の海氷調査 定着氷域 ヘリ支援 牛尾収輝
冬 23.海洋 ・海氷観測のためのルート工作 定着氷域 海氷行動 牛尾収輝
冬 24.定着氷域の海洋海氷観測(①(mDによる水温塩分構造の観測②各層採水 ③流速計・水温塩分計係留 ④海氷コア氷上積雪観測) 定着氷域 海氷行動 牛尾収輝
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南極大陸の進化 ・変動の研究 (総括)土 井浩一郎
★人工地震による氷床下地殻構造の精密探査 (責任)村 上寛史
夏 1.みずほルートにおける屈折法・反射法による人工地震探査 内陸ルー ト上 ヘリ支援 ・内陸 村上寛史
夏 2.アムンゼン湾周辺域の地球物理的予備調査 トナー島周辺 ヘリ支援 村上寛史
夏 3.しらせヘリコプターによる人工地震探査測線の調査 アムンゼン湾周辺 ヘリ支援 村上寛史
夏 4.トナー島無人気象データ収集 アムンゼン湾周辺 ヘリ支援 村上寛史
冬 5.みずほ高原の氷床表面形態の調査フライ ト みずほ高原 航空機 土井浩一郎
冬 6.磁気測量 ラングボブデ 土井浩一郎
★総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の解明(含 むモニタリング) (責任)土 井浩一郎
冬 7.ラコス ト重力計による地球潮汐連続観測 昭和基地 瀬尾徳常
冬 8.昭和基地IGS網GPS点の保守 とデータ伝送 昭和基地 瀬尾徳常
冬 9.西の浦 ・検潮所の保守と海洋潮汐連続観測 昭和基地 瀬尾徳常
冬 10.沿岸露岩域における広帯域地震計観測 昭和基地 ・沿岸域 瀬尾徳常
冬 11.超伝導重力計による地球潮汐 ・自転振動の連続観測 昭和基地 土井浩一郎
冬 12.　VLBI観測 昭和基地 土井浩一郎
冬 13.ER&2衛星の追尾用小型アンテナによる精密軌道決 昭和基地 土井浩一郎
冬 14.地電位連続観測 昭和基地 瀬尾徳常
冬 15.短周期 ・広帯域地震計の連続観測 昭和基地 瀬尾徳常
冬 16.沿岸露岩域におけるGPS観測 昭和 ・沿岸域 土井浩一郎
冬 17.合成 開口 レ ー ダ用 コ ウ ー ナ ー リフ レ ク ター の設 置 昭和基地沿岸域 土井浩一郎
冬 18.海氷上、氷床上でのGPS観測 定着氷、内陸域 海氷及び内陸行動 土井浩一郎
夏 19.海上重力測定 しらせ船上 瀬尾 ・中西(40)
夏 20,海上地磁気3成 分測定 しらせ航上 瀬尾 ・中西(40)
★太陽系始原物質探査 (責任)今榮直也







南極環境と生物の適応に関する研究(生 物関連モニタリングを含む) (総括)大 谷修司
★海氷圏環境変動への生態系応答の研究 (責任)綿 貫 豊
夏 1,ラングボブデ袋岩におけるアデリーペンギンの採餌行動調査 ラングボブデ袋岩 ヘ リ支援 ・沿岸 綿貫 豊
夏 2.海 氷域の中 ・深層における生物群集調査(超 音 波デー タロガー) ラングホブデ袋岩 ヘ リ支援 ・沿岸 綿貫 豊
冬 3.アデリーペンギンの個体数及び繁殖巣数調査 宗谷海岸沿岸 海氷行動 渡辺研太郎
冬 4.航空機によるアザラシ、ペンギン個体数調査 プリンスオラフ他 航空機 渡辺研太郎
夏 5.セ ジ メ ン ト トラ ッ プの 係 留 と回 収 しらせ航路上 濱田千昭
冬 6,定着氷下の底生生物の生態観測 基地周辺海氷域 海氷行動 渡辺研太郎
◎ 7,定着氷下における海洋海氷環境と生物基礎生産観測 基地局辺海氷上 海氷行動 牛尾&工 藤(40)
夏 8.海 鳥 セ ンサ ス(フ リー マ ン トル ー昭 和 一 シ ドニ ー) しらせ航路上 綿貫 豊
夏 9.航路に沿った表面海水連続観測 しらせ航路上 濱田千昭
夏 10.人工衛星によるクロロフィル量観測(SeaWiFS) しらせ航路上 濱田&工 藤(40)
夏 11.停船海洋観測(ク ロロフィル鉛直分布、プランク トンネット採集) しらせ航路上 濱田千昭
★露岩域生物相の起源と定着に関する研究 (責任)大 谷修司
夏 12.環境変動への生物学的応答評価(種と環境の相互環境調査) 沿岸露岩域各地 ヘリ支援 ・沿岸 大谷 ・巣山
夏 13.土壌藻類の分類学的生態学的調査 沿岸露岩域各地 ヘリ支援 ・沿岸 大谷修司
夏 14.土壌微生物の物質循環に関する野外観測 沿岸露岩域各地 ヘリ支援 ・沿岸 巣山弘介
◎ 15.土壌細菌 ・藻類モニタリング観測 東オングル他 大谷 ・医療隊員
夏 16,　SSSI地区 の生 物 監視 ラング ・雪鳥沢 ヘリ支援 大谷修司
夏 17.淡水域生態モニタリング観測(含 むB4池の潜水調査) 沿岸露岩域各地 ヘリ支援 ・沿岸 大谷他40次隊
夏 18.種子植物のモニタリング観測 ラ ン グ ・ぬ るめ 池 ヘリ支援 大谷修司
夏 19.アムンゼン湾における生物相調査 アムンゼン湾周辺 ヘリ支援 大谷修司
★低温環境下におけるヒトの医学 ・生理学的研究 (責任)吉 田二教
冬 20,極地における身体的、心理的影響の解析と生活環境の調査 昭和基地 吉田三教
冬 21.越冬期間中の健康増進に関する検討 昭和基地 吉田 ・酒井
冬 22.大気 中p蝋culatematterと越冬 隊員の呼吸機 能,末 梢 血液
像 および血 中サ イ トカイン値 の変動 に関す る研 究
昭和基地 酒井光昭
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冬 1,大型アンテナによる地球観測衛星受信 昭和基地 牛尾 ・土井











★電離層 定常観測 (責任)阿 部厚志
冬 1.30mデルタアンテナを用いた電離層観測 昭和基地 阿部厚志
冬 2,八木アンテナを用いたオーロラ観測 昭和基地 阿部厚志
冬 3.八木アンテナを用いた宇宙雑音の吸収量の測定 昭和基地 阿部厚志
冬 4.遠距離からの短波電界強度の測定 昭和基地 阿部厚志
冬 5.ル ープアンテナを用いたVLF電波の位相および電界強度の測定 昭和基地 阿部厚志
★気象 定常観測 (責任)山 口寛司
冬 1.地上気象観測 昭和基地 山口寛司他
冬 2.高層気象観測 昭和基地 山口寛司他
冬 3.オ ゾン分光観測 昭和基地 山口寛司他
冬 4.オ ゾンゾンデ観測 昭和基地 山口寛司他 」
●l
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冬 5.地上オゾン濃度観測 昭和基地 山口寛司他
冬 6.日射 ・放射量等の観測 昭和基地 山口寛司他
冬 7.特殊ゾンデによる観測 昭和基地 山口寛司他
冬 8.天気解析 昭和基地 山口寛司他
冬 9.基地周辺でのロボット気象計による気象観測 基地周辺 山口寛司他
冬 10.調査旅行中の気象観測および大気混濁度観測 内陸旅行他 山口寛司他
夏 11.船上大気混濁度観測 しらせ航路上 山口寛司他
★測地 定常観測 (責任)筒 井俊洋
夏 1.　GPS連続観測システム調整及び保守 昭和基地 筒井俊洋
夏 2,　GPS固 定 測 量 ラングホプデ ヘリ支援 筒井俊洋
夏 3.　GPS精密測地網測量 明るい岬 他 ヘリ支援 筒井俊洋
夏 4.露岩域変動測量 S16 ヘリ支援 筒井俊洋
夏 5.航空機によるカラー空中写真撮影 ス カー レン ほか 航空機観測 筒井俊洋
、
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★海洋物理 ・化学、海洋潮汐 定常観測 (責任)島 崎拓美
夏 1.CTD・各層観測(停 船観測) しらせ航路上 島崎 ・中内
夏 2.表面採水 ・測温、化学分析 しらせ航路上 島崎 ・中内
夏 3.海洋汚染調査用海水採水 しらせ航路上 中内博道
夏 4.　XBT観 測 ・　XCTD観 測(約10ノ ッ ト減 速 観 測) しらせ航路上 島崎拓美
夏 5.投 下式海流測定装置 〔XCP)による海流の鉛直連続観測(約5nt.減速} しらせ航路上 島崎拓美
夏 6.漂流ブイ(2個)投 入による海流観測 しらせ航路上 島崎拓美
夏 7.し らせ音響測深機による海底地形測量 海図刊行予定区域 島崎拓美
夏 8.験潮所整備点検 昭和基地西の浦 島崎拓美
夏 9.比較観測及び副標観測一1 昭和基地西の浦 島崎拓美
夏 10.比較観測及び副標観測一2 ラングボブデ雪鳥沢 ヘリ支援 島崎拓美
冬 11.海洋潮汐観測 昭和基地 瀬尾徳常
★オブザーバーによる観測
夏 ラングホブデ氷河末端域における氷床流動のダイナミクス ラングホプデ ヘリ支援 F.　Pattyn
夏 南極産カイアシ類の生態に関する観測 航路上、基地周辺 梅田晴子
夏 オース トラリア気象局の漂流ブイ(2個)投 入 しらせ航路上 牛尾&島崎 他
注)◎ 印は、夏および越冬
一8-
...一 ー一.'一… 　 　 .一
._r 」








副隊長 渡 邊 研太郎 27.7.30 国立極地研究所資料系 埼 玉 県 第22次夏隊 第24次越冬隊 ・
(兼越冬隊長) (文部教官助教授) 第35次越冬隊 ・第40次夏隊
電離層 阿 部 厚 志 44.3.20 郵政省通信総合研究所 北 海 道
定 気 象 山 口 寛 司 34.7.13 気象庁観測部 東 京 都 第29次越冬隊
常 lt 青 山 隆 40.2.8 気象庁観測部 北 海 道
観 〃 菅 谷 重 平 41.8.27 気象庁観潮部 大 阪 府
測 〃 山 下 順 也 42.11.19気象庁観測部 茨 城 県
〃 平 野 礼 朗 44.12.22気象庁観測部 群 馬 県
宙空系 加 藤 泰 男 28.3.1 名古屋大学太陽地球環境研究所 愛 知 県 第36次越冬隊
lp 重 野 伸 昭 45.8.6 気象庁地磁気観測所 東 京 都
〃 佐 藤 光 輝 47.8.27 東北大学大学院理学研究科 大 分 県
(文部教官助手)
研 〃 北 原 司 48.5.20 信州大学工学部 長 野 県
(文部教官助手)
気水圏系 和 田 誠 22.11.18国立極地研究所研究系 広 島 県 第20次越 冬隊 ・第
(文部教官助教授) 29次越冬隊
究 り 西 村 浩 一 28.9.9 北海道大学低温科学研究所 北 海 道
(文部教官助手)
〃 牛 尾 収 輝 37.3.31 国立極地研究所北極圏環境研究セン 兵 庫 県 第31次越冬隊
ター(文 部教官助手)
観 〃 芝 治 也 41.11.2 高知工業高等専門学校電気工学科 高 知 県
(文部教官助手)
〃 猪 原 哲 43.11.27佐賀大学理工学部 大 分 県
(文部教官助手)
測 地学系 土 井 浩一郎 35.6.22 国立極地研究所南極圏環境モニタリ 兵 庫 県
ング研 究セ ンター(文 部教官助手)
〃 今 榮 直 也 39.12.26国立極地研究所南極明石研究センター 京 都 府
(文部教官助手)
ク 岩 田 尚 能 43.12.12山形大学理学部 千 葉 県
(文部教官助手)
〃 瀬 尾 徳 常 45.8.19 海上保安庁水路部 岡 山 県
機 械 堀 辺 敏 男 37.1.27 国立極地研究所事業部 神奈川県 第31次 越冬隊 ・第
(いす"自 動車株式会社) 37次越冬隊
ク 篠 田 浩 正 37.10.18海上保安庁警備救難部 山 口 県
〃 山 下 秀 則 44.5.24 国立極地研究所事業部 長 崎 県
(いす"自 動車株式会社)
設 〃 阿 部 賢 治 47.9.22 国立極地研究所事業部 東 京 都
(ヤンマーデ ィーゼル株式会社)
〃 後 藤 和 美 50.6.3 国立極地研究所事業部 福 島 県
(株式会社日立製作所)
〃 野 本 新太郎 50.9.30 国立極地研究所事業部 新 潟 県
(株式会社大原鉄工所)
通 信 中 本 栄太郎 39.9.8 海上保安庁警備救難部 山 口 県 第36次越冬隊
営 〃 近 藤 巧 40.7.29 国立極地研究所事業部 大 阪 府
(アイコム株式会社)
調 理 山 内 康 敬 30,3.6 国立極地研究所事業部 神奈川県
(株式会社東京會舘)
〃 福 島 暢 男 34.12.21国立極地研究所事業部 東 京 都
(株式会社東條會館)
医 療 吉 田 二 教 25.6.8 国立極地研究所事業部
(東京慈恵会医科大学)
岩 手 県 第35次越冬隊
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区
分 担当分野 氏 名
生 年月 日
(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
医 療 酒 井 光 昭 44.10.14国立極地研究所事業部 茨 城 県
(筑波大学附属病院)
航 空 小谷野 和 幸 17.9.15 国立極地研究所事業部 東 京 都 第35次越冬隊
(東邦航空株式会社)
〃 宮 城 寿 之 34.1.4 国立極地研究所事業部 沖 縄 県
設 〃 鈴 木 雄 一 47.1.18 国立極地研究所事業部 東 京 都
(北日本航空株式会社)
環境保全 丸 山 悦 男 49.7.3 国立極地研究所事業部 神奈川県
(三機工業株式会社)
営 設営一般 本 多 実 23.10.7 国立極地研究所事業部 東 京 都 第33次 夏隊 ・第36
(本多工務店) 次越冬隊
〃 下 田 泰 義 26.4.19 国立極地研究所事業部 長 崎 県 第29次越冬隊
(有明町立有明中学校)
〃 高 尾 征 志 46.10.8 国立極地研究所事業部 埼 玉 県
(日本電気株式会社)
〃 富 樫 剛 38.3.20 北海道大学経理部 北 海 道
○夏 隊
区
分 担当分野 氏 名
生年月日
(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
隊 長 鮎 川 勝 19.5.30 国立極地研究所研究系 山 梨 県 第11次越冬 隊 ・14冬・
(兼夏隊長) (文部教官教授) 18冬・28冬(越冬 副隊長)
海洋物理 .島 崎 拓 美 32.3.3 海上保安庁水路部 鹿児島県
定 ,
常 海洋化学 中 内 博 道 48.11.22海上保安庁水路部 福 島 県
観
測 測 地 筒 井 俊 洋 29.6.6 建設省国土地理院 福 岡 県
気水圏系 小久保 壮 44.5.24 国立極地研究所事業部 東 京 都
(株式 会社 テ ィーサーブ)
地学系 村 上 寛 史 23.8.25 国立極地研究所事業部 大 阪 府 第30次越冬隊
(有限会社地震観測技術センター)
〃 宮 町 宏 樹 33,2.9 鹿児島大学理学部 北 海 道
(文部教官助教授)
研 〃 筒 井 智 樹 37.1.22 秋田大学工学資源学部 東 京 都
(文部教官助教授)
究 〃 戸 田 茂 42.7.22 愛知教育大学教育学部 愛 知 県
(文部教官助手)
観 〃 民 田 利 明 46.8.5 国立極地研究所事業部 熊 本 県
(日本油脂株式会社)
測 生 物 ・ 大 谷 修 司 33.7.25 島根大学教育学部 島 根 県 第29次越冬隊
医学系 (文部教官助教授)
〃 綿 貫 豊 34.1.2 北海道大学大学院農学研究科 長 野 県 第30次夏隣 ・第31次越冬
(文部教官助教授) 隊 ・第37次夏隊
〃 巣 山 弘 介 38.7.31 島根大学生物資源科学部 京 都 府
(文部教官助手)
〃 演 田 千 昭 43.11.5 国立極地研究所事業部 鹿児島県
(日油技研工業株式会社)
設営一般 林 原 勝 美 30.12.30国立極地研究所事業部 兵 庫 県 第25次夏隊第2ア次越冬隊
(ヤンマーエンジニアリング株式会社) 第32次越冬隊 ・第40次夏隊
〃 柳 澤 盛 雄 42.2.28 国立極地研究所事業部 長 野 県
(株式会社シナプス)
設 .F 池 淵 肇 42.1.28 国立極地研究所事業部 埼 玉 県
` (飛島建設株式会社)
営 〃 寳 嘉 保 英 50.4.7 国立極地研究所事業部 鹿児島県
(向井建設株式会社)
〃 窪 田 公 二 30.4.11 国立極地研究所事業部 埼 玉 県
(株式会社関電工)
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月17日,宮 岡会長の呼 び掛けによ り本研 究所講
堂で開催 された.あ いに くの小雨の中,山 形県,












った中庭で記念写真 を撮影 し,成 田空港での再開
を期 して閉会 した.
「講演と映画の会」を開催
国立板地研究所 は,9月2日,南 極観測船 「し
らせ」 の釧路港寄港 に先立ち,釧 路市の市民文化
会館において,釧 路市教 育委員会の協力の もと,
南極地域観測事業の意義 と成果の普及 を日的とし
て 「講演 と映画の会」を開催 した.
1,500席の会場 は,地 元 の小中学生や・一般市民
II
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でほぼ満席 まで埋 め尽 くされた.会 場入 口には初
期か ら現在 までの南極観測のパ ネルが展示 され,
昭和基地と南極観測船の移 り変わ りや自然が紹介
された.
まず,衛 星回線 を使 った昭和基地 との電話交信
では,地 元の小中学生 の代表から 「家族 との連絡
方法」や 「食事」 といった一般的 な質問か ら 「観
測隊員 になる方法」 など南極観測事業の継続が将
来において も期待で きるような質問 も出され,こ
れ に対 し,昭和基地の宮岡宏第40次越冬隊長お
よび道東出身の亀谷隊員が事細か に分か りやす く
答えていた.
第40次観測 隊長 をつ とめた国立極地研 究所の
白石和行教授の 「南極の自然 と観測隊」 と題 した
講演では,観 測隊の仕事や南極の 自然,環 境問題
についての話に皆真剣 に聞 き入 っていた.ま た,









第23回 極 域 にお け る電離 圏磁 気 圏総 合観 測 シ
ンポ ジウムが8月5日(木)か ら6日(金)に 渡
っ て極 地研 究所 講堂 におい て 開催 され た.1日 目
は所 長挨 拶 に続 いて,気 球 観測,中 間圏 ・熱 圏,
HFレ ー ダー,　EISCATレー ダーの各 セ ッシ ョン
で合 計26件 の 口頭発 表 が あ った.気 球 観測 の セ
ッシ ョンで は気球 工学 の最新 技術 に関 す る講演 が
あ った.中 間圏 ・熱 圏の セ ッ シ ョンで は地上 か ら
の リモー トセ ン シング による中 間圏 ・熱 圏領域 の
ダ イ ナ ミク ス に 関 す る 観 測 結 果 が紹 介 され た.
HFレ ー ダー のセ ッシ ョンで は英 国Leicester大
学 のM.　Lester教授 に よる招 待 講演が あ り,北 極
域 のSuperDARNfHFレー ダー 網 を使 った最 新
の観測 デ ー タに もとつ い て磁 気 圏サ ブス トーム時
に お け る電 離 圏対 流 につ い て話 され た.そ の他,
レー ダー等 の リモ ー トセ ンシ ングによる最近 の観
測 デー タを使 った熱 圏 ・電離 圏 ダイナ ミックス に
関す る多 くの発 表が あ り活発 に議論 され た.1日
目の セ ッ シ ョン終 了 後6階 ラウ ンジ に て懇 親 会
を行 い,研 究 周辺 で の話 題で 交流 を深 めた.
2日 目は オー ロ ラ ダイ ナ ミ ックス,磁 気 圏,地
磁 気 の各 セ ッシ ョンで合 計30件 の 口頭 発表 が あ
った.オ ー ロラ ダイナ ミックスのセ ッシ ョンでは
光学 イメー ジャー,イ メージ ングリオメー タな ど
に よ る オー ロ ラ イ メー ジ とHFレ ー ダ'一・,衛星
観測 デ ー タを合 わせ て総 合 的 にオー ロ ラ現 象 を理
解す る ような研究 発表 が 多か った.磁 気 圏の セ ッ
シ ョンで は通総研 田中高 史氏 に よる招 待 講演が あ
り,サ ブス トーム現象 を理解 す るため に数値 シ ミ
ュ レー シ ョンに よるア プ ローチ につい ての レ ビュ
ー を してい ただ い た.
地磁 気 のセ ッシ ョンで は若 い研 究者 に よる地磁
気 デ ー タに基 づ い た研 究 が多 く発表 された.
今回の シンポ ジウム は口頭 発 表のみ と した ため
プ ログラムがや や タイ トであ ったが,全 体 を通 し
て滞 りな く進 んだ.発 表者 以外 に も多 くの参加 者
が あ り,2日 間 で80名 以 上 の 研 究 者が シ ンポ ジ
ウムに足 を運ば れ た.
会場 と して使 用 され た講 堂 は テー ブ ル,椅 子,
オーバ ーヘ ッ ドプロジ ェ クターな どが刷 新 され非
常 に使 い よか っ たが,唯 一 マ イ クロ フォンの設 備




















7月13日 に待 ち に待 った 太陽 が 戻 り,42日 間
の極夜 があ けた.中 旬 には,約10日 間 以上 にわ
た り安 定 した晴天 が続 き,放 射 冷却 に よ る連 日
一30℃以 下の低 温 とな った.
観測系 で はエ ア ロゾル ゾ ンデが放球 され,極 成
層圏雲 の観 測 に成功 した.
内陸 ドー ム旅 行 で計 画 してい る3周 波 ア イ ス
レー ダーの運用 試験 を実施 し,全 機器 の正常 動作
を確 認 した.
VLBIの24時 間観 測 が 行 わ れ,デ ー タの記 録
も順調 で あ った.
好天 に恵 まれ たため,オ ー ロラ光学 観測 もこれ
まで の最 高18夜 行 われ,良 質 の画 像 デ ー タが収
録 で きた.
19日ナ トリウム ラ イ ダー装 置 レーザ ー ヘ ッ ド
部が,冷 却水凍 結 のた め損 傷 し,現 地 での修復 は
不 可 能 な ため,ラ イ ダーの 本観 測 は41次 以降 に
延期 となった.
海氷 ・海洋観 測 のた め,西 の浦 とオ ングル海峡
に設置 した係留 観測装 置 の回収 が成功 し,貴 重 な
極 夜期 間 中の海 氷 デー タが得 られた.
このほか の定常 ・研究 観測 も順調 に経過 している.
冬明けに予定 されてい る ドーム旅行準備 と して12
～16日 に第3回 目のS16オペ レーシ ョンが実施 さ





最終 回が行われた.30日には作業棟 を火元 とす
る,防 火訓練が実施 された.
8月
8月 は,上 旬 が晴 天が続 き,中 旬 は曇 りの 日が
多 く,下 旬 に再 び晴 天 とな っ た.気 温 が 一30℃
を きる低 温 日は8日 間 とな っ た.ブ リザ ー ドは
計3回 来襲 した.
気 象部 門で は,オ ゾ ンホ ー ルの拡 大 期 を迎 え,
オ ゾ ン全量 観測 を再 開 した.
領 空 の オ ー ロ ラ光 学 観測 も15夜 実施 で きた ほ
か,南 極 点 基地 ・中 山基 地 と共 同観測 を行 ってい
るHFレ ー ダー で も多 くのエ コー現 象 を捉 えた.
沿 岸 調査 も活発 にな り,生 物 ・地学 部 門の観 測
オペ レー シ ョンが,ほ ぼ計画 通 り実施 す る ことが
で きた.さ らにルー ト近 くに現 れる アザ ラ シへ の
標 識 の取 り付 けが始 まった.
23日には み ず ほ旅行 隊8名 が3台 の 雪 上 車 で
出 発 した.9月 始 め にみず ほ基 地 に到 着 し燃料 デ
ポ と浅 層 コ アの選 定作 業 を行 う予 定 で あ る.
設営 で は低温 に よる トラブル な どが 発生 して い
るが,概 ね順調 に経過 して い る.
生 活 面 で も5月 に開講 した 「南 極大 学」 の修 了
式 を行 った.全 員元気 で南極 の春 を迎 えてい る.




平均 気温 〔Meantemp,)〔℃ -21」-21.2
最 高気温(Max,temp,〕〔℃)-6,0〔1日}-4,8〔141]}
最tL9気1品〔Min,temp.)(℃)-37.7〔19H〕-36.1{22日)
監F均気圧 ・海 面 〔Meanpressure
,985,3988,0
　sealeveD　〔hP}
噛ド均 蒸気 圧CMe　 vapour　 LO　 LO
　pressure)　〔hP)






最大 瞬間風 速 〔Gusヒ}(m/s}5L8〔2日,NE)40.9d411NE,30日NE〕
,9一均 雲量CMeancleudcover}　 6、2　 6,9
13一
極 地 研 ニ ユ ス151
【極地豆事典】
昭和基地の生活
昭和基 地主要部の居住空 間は昭和基 地整備
計画に基づいて,第32次 隊の管理棟基礎工事
か ら始 ま り,その後管理棟 ・倉庫棟 ・通路棟 ・
汚水 処理棟 ・第1居 住棟 が建設 され,第39次
隊の第2居 住棟 の完成で終了 した.こ れ らの
設備更新 によ り,生 活の しやす さは格段 に向
上 してい る.
管理棟 は,食 堂 ・厨房 ・サ ロン ・隊長室 ・
通信室 ・図書室 ・診療室 ・娯楽室 な どが設備
され生活空間は,か な りゆ と りのある もの と
なっている.
倉庫棟 の2階 には,冷 凍 ・冷蔵庫の他,設
営事務室があ り以前の ように個室
か食堂で,事 務 を行わなければな
らない と言 うことはな くなった.
汚水処理棟の内部設備 は第40次
隊か ら稼働 を始 め,順 調 に稼働 し|舳
て い る.
居 住 棟 は,個 室 の 床 面 積 は 約
7m2とな り以 前 の約1.4倍 と な っ
た.室 内 に は,机 ・本棚 ・衣 装 棚
な どの什 器 が あ り,ベ ッ ドは 階段
で 上 る形 式 とな り,そ の 下 には段
ボ ール な どが 置 け る収 納 ス ペ ー ス
とな って い る.暖 房 は床 暖 房 とな
っ てお り,個 室 の コ ン トロー ラー
で調 整 で きる.共 同空 間 と して ロ
ッカー室 ・ラウ ンジ ・倉 庫 があ り,
洗 面 所 ・トイ レ も近 年 中 に稼 働 予
定 で あ る.第1,第2居 住 棟 外 壁
は耐 候性 の高 いチ タ ン張 りで,2階
建 て とな り計42部 屋 の個 室 が設 け
られて い る.
観 測 を含 め た各棟 の 間は,　LAN
で接 続 され,全 く顔 を合 わせ な く
ともメ ー ルで 連絡 で きる よ うに な
った.留 守 家 族 との連絡 も今 や メ
ー ルが主 流 とな り,家 族 の写真 や,
南 極 で撮 っ た写真 がや りと りされ
ている.
第25次で稼働 を始 めた発電棟 の浴室 ・洗面
所 ・理髪室 を含 め,こ れ らの生活空間は全 て
通路棟で接続 され,通 路の室温 も発電棟の暖
気が伝 わって くるため,Tシ ャツ ・サ ンダル
履 きで も行 き来で きる.
快適 になった生活 だが,以 前 と変わ らず一
歩屋外 に出る と,厳 しい 自然が待 ち受 けてお
り,レ ス キュー訓練 や消防訓練他 は欠か さず
行 われている.
観測は24時間体制で行われているが,手 あ
きの隊員 は夕食後 は食堂のサ ロンに集 まって
皆で ビデオを見た り,夜 にはバ ーに集 まり気
分転換がで きる.
また時 には娯 楽大会やお祭 りが催 され,こ
の点 は昔 なが ら変 わっていない.
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